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カウンター取り付け前にパネルを固定します。
図のように側板からのL型の金具（4ヵ所）にフロントパネルの内側から
タッピンねじ（φ3.5×14）で固定してください。

フロントパネル扉式(パネル固定タイプ・ハンドドライヤー設置用)

１ 完成イメージ

届いた部材の数量をチェックしてください。

３ 手順

１ レイアウトの確認

施工図面に基づきフロントパネルのレイアウトを確認してください。
各フロントパネルはセットラベル表示をしており、
左づめで①から順に番号を記載しています。

２ フロントパネルの組み立て

フロントパネルは側板（右、左）を渡さん、幅木で固定します。
側板を立てて図の要領でキーロックに差し込み
固定してください。

３ 前パネルの取り付け

４ フロントパネルのレベル調整

各部の名称 ボウル２連

２ 部材の確認
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※フロントパネルの組み立ては両扉タイプに同梱
している施工説明書を確認してください。
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※側板連結用

【カウンター切欠部】

当図は完成例です。
※カウンター品番によってカウンター形状が異なります。

■フロントパネル（パネル固定タイプ・ハンドドライヤー設置用）

１セットあたり

■カウンターに同梱■フロントパネル（両扉タイプ）に同梱
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②アジャスターボルトを調節し、
連接するフロントパネルの上面レベルを合わせる

①アジャスターボルトを

20㎜程度ゆるめる
（1セットあたり4カ所）

【フロントパネル部】

施工説明書（MFT） 取扱説明書

本書と合わせて
ご確認ください

バックハンガー バックハンガー固定金具 シールパッキン

（1本）タッピンねじ
（φ5×12  2本）

平座金
ばね座金
ナット

（各2個）

小ねじ
（M5×30  2本）

※セットするハンドドライヤー
により形状が異なります。
取付前に品番を確認してください。

a

a(㎜)
ハンドドライヤー

品番
150 TYC420型
165 TYC430型

前パネル 側板 渡さんＡ（前側上）

渡さんＢ（後側上） 渡さんＣ（後側下） 幅木

幅木表面材（ＳＵＳ） タッピンねじ(前板固定用) 丸木ねじ（側板連結用）

本書
キャビネット固定金具（Ｍ９４４）

（φ5.1×32 4本）

（1枚） （左右各1枚）

（1本）
（φ3.5×14 8本）

※ボウル１連の場合のみ同梱

※ボウル1連の場合は
2本のみ使用

（1本）

（1本）

（1本）（1本）

樹脂プラグ
（2本）木ねじ

（φ5×50 2本）

木ねじ
（φ3.5×16 4本）
※2本のみ使用 アジャスターボルト調節して、レベル調整をしてください。

※水準器でレベル調整を行ってください。

※カウンター：MKH*の場合
両扉タイプの渡さんBはコマ式です

裏面へつづく



４ 手順（つづき）

５ カウンターとバックハンガーの固定

７ 隣接するフロントパネルの固定

パネル固定タイプ(ハンドドライヤー設置用)は、
隣接するフロントパネル側板から丸木ねじ（φ5.1×32）で
固定してください。

ボウル１連の場合は片側２箇所
ボウル２連・３連の場合は両側４箇所
の固定となります。

９ カウンターとフロントパネルの固定

６ バックハンガーと前パネルの固定

Ａ面とＢ面が同一面になるように調整し
バックハンガーをタッピンねじ(φ5×12)で
前パネルに固定してください。

10 シールパッキンの貼り付け

11 バックハンガーまわりのコーキング

シリコンコーキングを図のように施してください。

12 幅木表面材の貼り付け

幅木表面材は両面テープのセパレート紙をはがし
下方を床につけるように幅木に貼り付けてください。

シールパッキンのセパレート紙をはがし
図の位置に貼り付けてください。

※バックハンガーのセンターと
シールパッキンのセンターを
合わせてください。

13 ハンドドライヤーの取り付け

ハンドドライヤーに付属の施工説明書をご確認ください。

ボウル１連の場合
フロントパネル（両扉タイプ）の固定に加えて
パネル固定タイプ（ハンドドライヤー設置用）前扉の
穴から木ねじ（φ3.5×16）で2箇所固定してください。

14 仕上げ ・ 取付完了後の確認と清掃

両扉タイプに同梱している施工説明書を確認してください。

※パネル固定タイプは木ねじ（φ3.5×16）4本中2本を
使用します。

カウンターを設置し、フロントパネル（両扉タイプ）の内側から
木ねじ（φ3.5×16）で固定してください。
フロントパネル(両扉タイプ)1つにつき4ヵ所固定してください。

< 正面図 >

シールパッキン

カウンターエプロン部
バックハンガー

センター合わせ
カウンター上面より８㎜

カウンターをフロントパネルの上に仮置きし、
カウンターに同梱のバックハンガーを
小ねじ（M5×30）と平座金・ばね座金・ナットで
カウンターに固定してください。

バックハンガーの高さ b と水平レベルを調整し
ドライバーとめがねレンチ（8mm）を使用し、手締めする

a(㎜) b(㎜)
ハンドドライヤー

品番
150 18 TYC420型
165 23 TYC430型

８ フロントパネルの壁固定

後方上側の渡さん2ヵ所をφ5×50木ねじで固定してください。

※渡さんには下穴があいておりませんのでφ4.5ドリルにて下穴を開けてください。
※木下地壁の場合はフロントパネルを設置したまま、壁まで下穴を開けてください。
※コンクリート壁・ALC壁の場合は渡さんに下穴を開けた後、フロントパネルをずらし
壁にφ8.0コンクリートドリルで下穴を開け、樹脂プラグを打ち込み固定してください。

木ねじ
（φ5×50）

渡さん
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渡さん
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樹脂プラグ※ボウル２連、３連の場合
パネル固定タイプ
（ハンドドライヤー設置用）
は壁には固定しません。

パネル固定タイプ（ハンドドライヤー設置用）※ボウル１連の場合のみ両扉タイプ

前パネルの穴から
固定する

丸木ねじ
(φ5.1×32)

※ボウル１連の場合は先に を施してください。
仮置きがしやすくなります。
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※木ねじ(φ3.5×16)は両扉タイプに同梱されています。(M944)
※ボウル２連、３連の場合、パネル固定タイプ（ハンドドライヤー
設置用）はカウンターには固定しません。


